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eC/O（電子原産地証明書）データ交換の概要

・2023/6/26 日インドネシアEPAにおける原産地証明書のデータ交換を本格運用開始

・EPA税率を適用する輸入申告において、紙の原産地証明書に代え、輸出国発給機関の
システムからNACCSに直接送信される原産地証明書のデータ（eC/O：電子原産地
証明書）を提出可能

・紙原本の到着に要するリードタイム削減、PDFでの受理よりも迅速なやりとりが可能、
原産地証明書の真正性が確保される

・現在は1か国とのeC/Oデータ交換を実施（2023年8月現在）

※税関HPにおける「e-CO」表記は、当資料における「eC/O」およびNACCS掲示板における「eC/O」と同義とする
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eC/O（電子原産地証明書）を適用する輸入申告フロー

海外

原産地証明書
発給機関 eC/O-GW海外GW 輸入eC/O情報

税関

通関業者・輸入者

（OVA）
原産地証明書

情報受信

輸入eC/O情報

IOV
原産地証明書
情報内容照会

OUB/OUA
原産地証明書
利用者登録

IDA
輸入申告
事項登録

OAB/OAC
原産地内取
内容仮登録

IDC
輸入申告

IDC
輸入申告

※eC/O使用権限を制限する場合

内取なし

内取あり

「内取」とは1件のeC/Oの数量の
一部を輸入申告で使用することを指します

（訂正）
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eC/O（電子原産地証明書）で取り扱う各番号について

・N-C/O番号
NACCSでeC/Oを受信したときに付与される番号
IOV（原産地証明書情報内容照会）業務で確認可能

・C/O番号
原産地証明書番号（Certification No.）

・eC/Oキー
eC/Oの1品目目のインボイス番号（Invoice No.）
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IOV（原産地証明書情報内容照会）

【入力画面】
A：原産地証明書情報
B：内取情報のみ
C：帳票出力A

C/O番号を入力1234567/JKT/2023

・eC/O情報、内取り状況及びN-C/O番号を確認できる
・帳票形式で出力することができる

eC/Oキーを入力
ABC123456D78

※C/O番号を入力した際には入力必須

N-C/O番号を入力
2023070112A3B45C

必ずセットで入力

1

2

または の方法で入力、

で送信

1 2

F12
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IOV（原産地証明書情報内容照会）

【照会結果画面】（共通部）

PT NACCS TEXTILE COMPANY

012345678901234

2023070112A3B45C 1234567/JKT/2023

ABC123456D78

10 ABC ST. 200 JAKARTA

INDONESIA

TEL 12-3456789

●輸入申告に使用可能
UNUSED  ：受信済み（未使用）
PARTUSED：一部使用済み

●輸入申告に使用不可能
CANCELED：キャンセル済（DB削除前）
ALL USED：全量使用済み（DB削除前）
INCOMPLT：不完全データ

IRA：Issued Retroactively（遡及発給）
TCI：Invoice of a non-Party

（第三国発行インボイス）
NOR：Normal（上記以外）

N-C/O番号

eC/Oキー
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IOV（原産地証明書情報内容照会）

【照会結果画面】（欄部）

01 12345678900 2023/07/10

申告内取

Y 1A 2023/07/10

内取方法を出力
申告内取
全量内取
重量内取
数量内取

Ｒ：仮登録済み
Ｃ：仮登録取消済み
Ｙ：税関確認済み
Ｔ：税関確認後訂正
Ｘ：税関確認後取消済み
Ｚ：税関確認後仮登録済み
Ｖ：税関確認後取消済み（税関確認済み）
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OUB（原産地証明書利用者登録呼出し）

1234567/JKT/2023

・eC/O情報の利用者制限状況を確認できる

【入力画面】

ABC123456D78

N-C/O番号を入力
2023070112A3B45C

1

2

※C/O番号を入力した際には入力必須

必ずセットで入力

C/O番号を入力

eC/Oキーを入力

または の方法で入力、

で送信 → OUA業務が展開

1 2

F12
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OUA（原産地証明書利用者登録）

ABC123456D78

F12

利用者を制限する場合は、
利用者コードを入力後

で送信

・eC/O情報の利用者制限状況を確認できる
・eC/Oを指定して利用者を制限することができる

【照会結果画面】

1234567/JKT/2023

2023070112A3B45C

1ANAC

スペース：登録
D：削除

OUB業務から展開

当該eC/Oを利用できる輸入者を指定

当該eC/Oを照会できる通関業者を指定
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IDA（輸入申告事項登録）における入力方法

・輸入申告（予備申告の場合は予備申告）の際に、以下いずれかの方法で入力を行い、eC/Oを提出します。

＜方法1＞eC/Oキー（eC/Oの1品目目のインボイス番号）及びC/O番号（原産地証明書番号）を入力
※必ずeC/Oキー、C/O番号の順に2欄連続で入力する

＜方法2＞N-C/O番号を入力
※Ｎ-Ｃ/Ｏ番号を使用するか否かは自由だが、＜方法1＞eＣ/Ｏキー又はＣ/Ｏ番号が20桁を超える場合等は

輸入承認証番号等欄に入力できないため、＜方法2＞Ｎ-Ｃ／Ｏ番号を入力する必要がある

輸入承認証等識別 輸入承認証番号等

GENS 1品目目のインボイス番号（eC/Oキー）

GENS 原産地証明書番号（C/O番号）

輸入承認証等識別 輸入承認証番号等

GENN N-C/O番号

GENS ABC123456D78 GENS 1234567/JKT/2023

eC/Oキー① C/O番号①

GENN 2023070112A3B45C GENN 2023070167D8E90F

N-C/O番号① N-C/O番号②

必ずセットで入力

GENS EFG901234H56

GENS 8901234/JKT/2023

eC/Oキー②

C/O番号② 必ずセットで入力
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IDA（輸入申告事項登録）における注意事項

①入力したeC/Oキー及びC/O番号の組み合わせ、またはN-C/O番号に該当する
eC/Oの情報がNACCSに登録されていない場合には、エラーとなりIDA業務が
実施できない

②原産地証明書識別コードは、eC/Oを使用する場合も通常の原産地証明書を使用
する場合と同様に入力する（参考：次ページ）

例：「IDT4」（日インドネシアEPA・第三者証明制度）

③eC/Oを使用した輸入申告においては、IOV（原産地証明書情報内容照会）業務で
印刷（PDF化）した帳票をMSX（申告添付登録）業務にて提出する必要なし
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（参考）原産地コード・原産地証明書識別コードの入力

原産地＊ ID IDT4

◆原産地コード
ID：インドネシア

-
原産地証明書識別コード（4桁）

◆1～2桁目 原産地（申告）種別
ID：日インドネシア経済連携協定

◆3桁目 原産地証明者等区分
Ｔ：輸出国当局が発給した原産地証明書（第三者証明）
Ａ：認定輸出者による自己証明（原産地申告）
Ｐ：製造者による原産品申告書
Ｑ：製造者による原産品申告書

（原産性に関する情報が提供できない場合）
Ｅ：輸出者による原産品申告書
Ｆ：輸出者による原産品申告書

（原産性に関する情報が提供できない場合）
Ｉ：輸入者による原産品申告書
Ｏ：原産地証明書等の提出が不要な場合

◆4桁目 貨物の種類
（次ページ参照）
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（参考）原産地コード・原産地証明書識別コードの入力

原産地証明書識別コード（4桁） ◆4桁目 貨物の種類

入力条件
原産地証明

貨物の種類 原産地証明書の種類等 有/ 無 添付書類の種類 有/ 無 ＥＰＡ用

税関長が貨物の種類または形状により、その原産
地が明らかであると認めた貨物 提出省略 － － － 6

少額貨物扱い － － － － 5

ＥＰＡ関税割当品目

ＥＰＡ用原産地証明書
○ ＥＰＡ関税割当証明書 ○ 1 ＊

ＥＰＡ用原産品申告書

少額 － ＥＰＡ関税割当証明書 ○ 2

提出省略 － ＥＰＡ関税割当証明書 ○ 3

ＥＰＡに基づく原産地証明書または原産品申告書が
ある貨物

ＥＰＡ用原産地証明書
○ － － 4 ＊

ＥＰＡ用原産品申告書
原産地証明書提出猶予申請または原産品申告書
提出猶予申請を行う貨物（EPA用）

－(ＥＰＡ用原産地証明書)
－ － － 7

（ＥＰＡ関税割当品目に該当しないものに限る） －(ＥＰＡ用原産品申告書)

※EPA適用関係のみ抜粋

申告等種別が「J」、「P」または「R」の場合は、「7」の入力不可
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IOV（原産地証明書情報照会）で「E0003」エラー

【事象】
輸出者から入手したC/O番号でIOV（原産地証明書情報照会）を行ったところ、
「E0003」（入力されたC／O番号に対するC／O情報がシステムに登録されていな
い。）が出力された

【対応方法】
当該eC/OについてはNACCSに登録されていない状況です。
このエラーの原因は、お問い合わせ実績から、「現地国側からeC/Oデータが送信され
ていない」「eC/Oではなく原紙発給されていた」などがございました。
まずは、輸出者様へ現地側での原産地証明書発給の手続き状況、海外GWの運転状況
等をご確認いただくようお願いいたします。
また、日本側GWの運転状況については以下のページからご確認いただけます。
https://info.eco-gw.com/
なお、何らかの原因で現地国でeC/Oが発給されているにも関わらずNACCSに登録
されておらず輸入申告時にeC/Oデータを提出できない場合は、必要に応じ税関にご
相談ください。

https://info.eco-gw.com/
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IOV（原産地証明書情報照会）で印刷しようとすると「E606」エラー

【事象】
IOV（原産地証明書情報照会）した結果を印刷しようとすると「E606」（テンプレート
ファイルの読み込みに失敗しました）が出力された

【対応方法】
IOVの照会区分「A」・「B」では印刷できません。
IOVの照会区分「C：帳票出力」後に出力される帳票を受信電文の一覧から選択して
印刷してください。次の帳票が出力されます。

・CAD0530(原産地証明書情報照会情報(帳票))
※照会区分に「C」が入力された場合

・CAD0540(別紙_原産地証明書情報照会情報(仕入書/内取情報)(帳票))
※照会区分に「C」が入力された場合かつ仕入書番号及び仕入書日付の繰返しが

2以上登録されている場合、または、内取情報が7以上登録されている場合
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原産地証明書情報のデータ保存期間

DB名 保存対象データ データ保存起算日
システム
保存期間

Ｃ／Ｏ共通情報 原産地証明書情報 原産地証明書情報が新規登録された場合 400日

全欄全量完了時
（全ての明細情報の残存数量が０になり、かつ、全ての輸入申告
手続が許可/承認となった場合、または内取回数上限に達して
いる場合で全ての申告情報の仮登録が取消された場合）

*6日

原産地証明書情報がキャンセルとなった日
（輸出国発給機関がeC/Oを取消した場合等）

*6日

原産地証明書情報が登録でエラーとなった日 1日

*印は日曜・祝日を除く日数

原産地証明書情報については以下の通り保存期間が設定されています。
使い切りで輸入許可となったeC/Oについては日・祝を除く6日間でDBより削除され、
IOV等が行えなくなります。


